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デラウェァ1ブドウ果に対する被膜剤混用GA

　　　　　　　処理の耐雨効果について

高　馬　　進※⑧山 本　　進※※

　　　　　　Susu亘nu　K0MA　and．Susum皿YAMAM0T0

Inf1uence　of　Some　Coat1ng　Agents　on蔓preyent1on　of　Lowering

　　　of　GA岨ffects　on　De1aware　Grapes　due　to　Ra1nfa11

　　　　　　　　ま　え　が　き

　デラウェァブドウにGA処理を行なう場合，たまたま

天侯が悪く，降雨の心配があるため処理の適期を失うこ

とがある（1．5）轟このような場合に争GA液に披膜剤を加

えることによって降雨に会ってもその効果を失わないな

らば，GA処理の時期を判断することが容易になる。こ

のような目的のため被膜剤2～3を選び試験をすること

にした。

　試験するに当り，協和騒酵工業KK，日本油脂KKお

よび武田薬品工業KKから被膜剤の提供を受け，また島

根農大付属砂丘農場石飛秀敏君および専攻学生河上忠博

君の協カをえた。ここに記して関係各位に感謝する．

　　　　　　　試験材料とその方法

　島根農大付属砂丘農場の10a18本の割合で定植した5

年生デラウユァブドウ3本（第2年目5本）を供試し，

1％5および1％6の2カ年継続してっぎのような各区を

設けて比較調査した。第1年目の処理区は第／表のとお

りである．

　0．5および／．0％の各被膜剤をGA液に混用して各区

第1表GAに混用する被膜剤の種類とその割合
　　　　　　　　　　　　　　　　　（A）1％5

区別 混用被膜
剤の種類 鰭蟹　備　考

1区 アクリル樹脂 0．5 ／．0 N会社提供

2区 被膜剤A 〃 ！！
アノレカリ樹脂を主成分
とする

3区 C：L－204 〃 〃
カーバイトを主成分と
する（K社提供）

4区 CL＿205 〃 〃 同上　（同上）

5区 CL－302 〃 〃 同上
6区 標準区 ！！

の果房を開花前に浸漬処理し，処理後2時間および4時

問後に1時問8皿皿の雨を3時間SPrmk1eτによって降

らせた、さらに1％6年に前年の試験区中良成績の区と新

しい区を加えて再度実験を繰り返した。その試験区は第

2表のとおりである曲

　第1年目および第2年目のGA処理時期はつぎのとお

りである。

　ブドウ樹の管理は当地方の慣例1亨よって行ない，施肥

量は10a当りN15k9，P20512k9，K20／6k9であ
った。整枝法はx型整枝法を採用した、調査は収穫後果

房重う果房長，／果粒重，可溶性固形物含量（糖度），

滴定酸度，有核果率ならびに鋳発生程度を8～10果房に

っいて比較観察した、1果粒重は各果房の先端10果粒を

とり，その平均を出した。果粒重を測定した果粒をっぷ

してカーゼでしぼり，酸度は酒石酸として有機酸含量を

計算し，糖度は屈折計示度によった。

※　團芸学研究室　　※※　慶林省統計謁査部

　　　　　　　実　験　結　果

　（i）第1年目（1％5）

本年は春の訪れがおそく，また低温が長く続いたため

第2表　GAに混用する被膜剤の種類とその割合
　　　　　　　　　　　　　　　　　（B）／％6

区切鯛麟 被膜剤混
用割合％ 備・　　　　考

1区 被膜剤A 0．5

2区

㌶呈携脂を主（験社）

〃 1．0 〃

3区 CL－204 0．5 虹宇乏トを主成（簾社）

4区 〃 1．0 〃

5区 CL－205 0．5 〃

6区 〃 1．0 〃

7区 TS－1 0．5

8区

跳携脂を主（験社）
〃 1．0 〃

9区 〃 1．5 〃

／0区 〃 2．0 〃

／1区 標準区 一 ｝
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第3表被膜剤混用GAの処理日と開花目との関係

第1年目

第2年目

（1％5）

（1％6）

開花前
処理日
5月29目

5月16目

開花後
処理日
6月16目

6月8日

満開目

6月6目

5月30目

にGA処理時期は例年に比べておそかった田収穫は8月

10日に行ない，低温室（5oC）に貯蔵して8月／4目に

調査した、その実験結果はっぎの第4表～第6表のとお

りである。

　被膜剤混用のGA液処理後2時間して雨を降らした場

合に有核果が多い区では31．7％，少ない区でも10．6％

も合まれ，後者は標準区より低いが経済性がない。また

1果粒重も標準区より小さく価値が低い。しかしかかる

被膜剤を混用したのに標準区に比べて鋸果の発生が各区

とも少なかったことは興味がある。つぎに処理後4時間

第4表 各種被膜剤を混用したGA液処理2時問後の降雨が果粒に及ぽす影響　　（1％5）

処理区 0．5％　区 ／．0％　区 標準区

調査項目 アクリル 被膜剤 C　L一 C　L一 C　L一 アクリル 被膜剤 C　L－　　C　L一 C　L一 （G．A
樹　　脂 A 204 205 302 樹　　脂 A 204　　205 302 粉剤）

果房重（9） 73．6 58．1 73．3 53．9 58．9 71．4 69．4 61．8 65．6 81．0 74．8

果房長（C㎜） 9．8 9．8 10．2 9．5 9．0 9．9 9．4 9．7 9．8 10．5 10．6

1果粒重（9） 1．0 0．83 0．84 0．75 0．68 0．78 0．88 0．87 0．91 0．88 0．91

着色度（1－5） 2．8 3．0 3．3 3．0 2．5 2．8 2．8 3．1 4．2 2．9 3．0

酸度（％） 0．75 0．82 0．72 0．75 0．76 0．ア6 0．77 0．70 0．75 0．70 0．フ7

糖度（％） 18．8 19．0 19．0 ／9．2 20．0 19．2 ／8．8 18．8 ／8．8 18．8 19．0

1果房粒数 ％ 73 97 89 69 117 94 76 95 103 98

有核果率（％） 27．4 25．5 18．7 25．／ 31．7 21．4 22．7 18．8 10．6 27．2 ／7．8

鋳果率（％） 0．42 0．55 0．83 0．89 0 0．5／ 0 0 0．63 1．95 1．23

第5表 各種被膜剤を混用したGA液処理4時間後の降雨が果粒に及ぼす影響　（1％5）

、

＼処理区 0．5％　区 ／．0％　区 標準区
　　　＼調査項目＼ アクリル 被膜剤 C　L一 C　L一 C　L一 アクリルi被膜剤1C　L－　C　L一 C　L一 （G．A

樹　　脂 A 204 205 502 樹脂A　204205 302 粉剤）

果房重　（9） 65．6 64．7 89．7 67．0 62．7 75．2 63．5 80．2 69．3 68．6 66．7

果房長（C皿） 9．8 9．3 10．8 9．5 9．6 ／0．0 10．0 10．3 9．7 9．2 10．6

1果粒重（9） 0．85 0．98 ／．04 1．0／ 0．87 0．94 0．91 0．99 0．99 0．90 1．00

着色度（1－5） 4．5 4．6 4．7 4．7 4．0 4．5 4．4 4．5 4．7 4．5 4．8

酸度（％） 0．75 0．79 0．77 0．81 0．75 0．84 0．87 0．糾 0．82 0．82 0．75

糖度（％） 20．0 19．4 19．2 19．5 20．4 ／9．8 19．2 20．0 20．0 20．0 20．2

1果房粒数 89 ア4 118 76 84 ％ 10ア 98 78 85 83

有核果率（％） 1．35 0．27 0 0 0．72 1．04 0．19 0．41 0 0．24 0．48

鋳果率（％） 2．03 0．81 2．87 2．62 1．43 4．80 ／．87 8．74 2．56 7．78 12．71

第6表 各種被膜剤を混じたGA液処理後無降雨の場合果粒に及ぼす影響　　（1％5）

＼＼　処理区　L㌔

0．5％区 1．0％区 標準区
㌔
＼

調査項ポ＼ アクリノレ 被膜剤 CL一 CL一 CL一 アクリノレ 被膜剤 CL一 CL一 CL一 （G．A

樹　脂 A 204 205 302 樹　脂 A 204 205 302 粉剤）

果房重（9） 65．0 73．5 73．5 70．8 ア0．3 62．3 58．2 65．1 60．9 62．3 48．6

果房長（Cm） 9．1 9．8 9．5 10．1 9．0 8．7 8．8 8．5 7．6 8．5 8．3

1果粒重（9） 1．13 ／．16 1．08 1．17 1．07 1．04 1．00 1．02 1．／4 0．98 1．03

酸度（％） 0．81 0．91 0．84 0．88 0．86 0．84 0．89 0．84 0．80 0．87 0．83

糖度（％） 19．4 19．5 19．3 19．5 19．5 19．3 ／9．6 19．3 19．4 19．9 19．1

1果房粒数 73 86 86 76 88 61 71 62 78 76 53

鋳果率（％） 7．7 3．7 5．1 5．0 6．4 17．0 4．5 18．8 9．3 36．4 10．3
皿
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を経過して雨を降らせた場合を見ると第5表のとおりで

ある、

　被膜剤混用のGA液処理4時間後に雨を降らせた場合

の有核果実が標準区より低いものは0．5％区では被膜剤

A区，C　L－204，C　L－205の3区と1．0％区では被膜

剤A区，C　L－204，C　L－205，C　L－302の4区であ

ったが，とくにC　L－205と被膜剤A区は／．0および0．5

％両区とも同様の傾向を示し，本試験では両被膜剤の有

望なことを示している。鋳発生程度は被膜剤を多く混用

したほうが一般にやや多いが，標準区に比べると著しく

少ない句

　被膜剤0．5％区の酸度は標準区とほとんど同程度であ

るが，1％区になるとやや多くなる傾向を示している、

糖度は0．5％区も1．0％区も標準区とほとんど差がな

い南かような被膜剤混入が品質を悪化させることもない

ように思われる、これら被膜剤を混入した場合に，もし

降雨に会わなかった時でも果皮に鋸その他の障害を生じ

ないかどうかを見るため，被膜剤を混用したGA液で処

第7表

理して雨を降らせない場合を観察した結果は第6表のと

おりである。

　有核果は各区ともになく，100％の無核果率を示した、

鋳果率は0．5％区では標準区よりいずれも少なかった

が，1．0％区ではアクリル樹脂区，C　L－204区および

C　L－302区の3区はいずれも標準区より高いが，他の

2区は0．5％区とほとんど差異がなかった、したがって

降雨に会わなかっ牟場合に1．0％区ではやや鋳果の発生

が多くなる傾向が認められる。

　　（ii）第2年目（1％6）

　本年は昨年に比べ，春の訪れが早く，早くから暖かく

なってきたため，新梢の伸長も早く，GA処理も昨年よ

り早かった。実験の結果は第7表～9表のとおりであ

る曲

　GA液処理後2時間してSPrmk1erで前年どおりの雨

を降らせた。第7表によると，被膜剤A混用1．0％区が

0．2％の有核率を示し，最良の成績であった。ついでC

L－204の1．0％区，C　L－205の／．0％区，T　S－／

各種被膜剤混用のGA液処理2時間後の降雨が果粒に及ぽす影響　　（1％6）

被　膜　剤 果房重 果房長 1果粒重 糖　度 酸　　度 甘味率 有核果率 鋸有無
％ （9） （C血） （9） （％） （％） （％） （％）

被膜剤A　　0．5 112．7 9．4 1．04 21．1 0．81 26．3 3．5 殆んどなし

〃　　　　1．0 106．3 8．9 1．21 19．0 0．76 25．1 0．2 〃

CL－204　　0．5 92．2 8．6 1．15 ／8，8 0．80 23．4 12．7 〃

〃　　　　1．0 73．0 9．4 0．84 18．1 0，85 21．3 2．3 〃

CL－205　　0．5 103．3 8．9 ／．19 19．0 0．73 26．1 11．2 〃

〃　　　　1．0 91．4 8．6 1．19 18．4 0．83 22．2 3．4 〃

TS－1　　　0．5 93．1 8．7 0．％ 20．3 0．80 25．ろ 4．6 〃

〃　　　　1．0 93．4 7．9 1．19 18．8 0．83 22．6 10．8 〃

〃　　　　1．5 104．6 1g．7 1．25 19．3 0．75 25．9 3．4 〃

〃　　　　2．0 90．9 9．0 1．04 18．9 0．89 21．2 20．4
やや見える
房あり

標　　準　　区 108．9 8．5 1．05 19．1 0．89 21．6 17．7 なし

第8表 各種被膜剤混用のGA液処理4時間後の降雨が果粒に及ぼす影響　　（1％6）

被　膜　剤 果房重 果房長 1果粒重 糖　度 酸　度 甘味率 有核果率

％ （9） （C血） （9） （％） （％） （％） （％）

被膜剤A　0．5 122．7 11．6 1．／9 18．8 0．79 23．7 0．2

〃　　　1．0 ／30．6 11．8 1．38 18．9 0．73 25．9 0
CL－204　0．5 89．1 10．2 1．21 17．6 0．82 21．5 4．7

〃　　　1．0 74．8 10．9 1．11 17．9 0．68 26．3 2．3

CL－205　0．5 107．6 11．1 1．08 18．6 0．79 ’23．5 5．5

〃　　　1．0 ％．8 11．5 1．22 18．3 0．74 24．6 3．1

TS－1　　0．5 93．8 10．7 1．07 19．3 0．62 31．0 1．6

〃　　　1．0 79．2 9．7 1．25 19．3 0．78 24．8 0．3

〃　　　1．5 110．4 11．8 1．08 19．1 0．72 26．6 0
〃　　　2．0 98．3 10．9 1．07 19．3 0．74 26．2 3．6

標　　準　　区 77．1 9．8 0．99 19．9 0．78 25．3 4．1
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第9表 被膜剤混用のGA液処理後無降雨においた場合の果粒に及ぼす影響　（1％6）

被　膜　剤 果房重 果房長 1果粒重 糖　度 酸　度 甘味率 有核果率 鋸有無
％ （9） （Cm） （9） （％） （％） （％） （％）

被膜剤A　　　1．0 77．6 9．5 1．27 18．9 0．78 24．2 0．23 特になし

CL－204　　　1．0 97．2 10．7 1．21 18．1 0．83 21．8 0．5 〃

CL－205　　　1．0 70．5 10．4 0．94 18．5 0．65 28．6 0 〃

TS－1　　　　1．0 93．0 ／0．8 1．20 18．3 0．74 24．8 0 〃

〃　　　　　2．0 72．6 9．6 1．／2 18．5 0．78 23．6 0 〃

標　　準　　区 102．7． 11．6 ／．／4 18．8 0．73 25．8 1．13 〃

の1．5％区，および被膜剤A0．5％区はいずれも標準区

に比べて良好な成績を示したが，有核果摘除に相当労力

を必要とするから経済的でない。つぎに処理後4時間し

て雨を降らせた場合は第8表のとおりである、

　GA液処理4時間後に24皿皿の雨を降らせた場合，被

膜剤A1．0％およびT　S－1の1．5％区は有核果が全然は

いらなかった。また被膜剤A0．5％区およびT　S－／の

／、0％区も有核果の出現が著しく少なかった曲この4区

を総じて見るといずれもアクリル樹脂を主成分とした被

膜剤である曲カーバイトを主成分とした被膜剤より明ら

かに好結果を示した。最後に被膜剤混用のGA液で処理

し雨を降らさずにおいた場合の鋳の発生状況を見たが，

顕著な鏡は認めにくかった曲

　収穫期においてとくに鋸果として目立つ果粒は認めら

れなかった。有核果率は被膜剤を混用した区より標準区・

のほうが高く，被膜剤混用は有核果率を高めない。

考　　　　　察

　山梨県農試※や神奈川県農試※において本試験と同様

被膜剤を加用して，GA液処理効果を無にしない方法を

案出するために実験しているが，年によってその効果に

差を生じ争まだ確かな方法が現われていない、本県の気

象から考えても，種なしデラの生産を重要視している関

係から，できるだけ早くこれ等の確定した有効な方法が

見出されれば本県のブドウ産業にも好影響を与えること

ができると考えて，2カ年にわたって各種被膜剤を混用

して比較試験を行なった、試験に使用した被膜剤はアク

リル樹脂とカーバイトを主成分としたものである、2カ

年を通じて言えることは，被膜剤混用GA処理後2時間

して雨（24血皿）を降らせた場合には有核果率が高く被

膜剤としての耐雨効果はほとんど認められなかったが，

4時間後同量の雨を降らせた場合には有核果率が皆無と

いう有効な区のあることを認めた。処理後4時間して3

時問に24㎜皿の雨を降らせた場合の成績を見ると，第1

年目は0．5％区のカーバイト製剤であるCL－204およ

※未発表

びC　lL－205と1％区のC　L－205の3区の有核果率が

皆無であり，アクリル樹脂製剤の被膜剤A0．5％および

／．0％も0．27％および0．19％で標準区よりはるかに低

い。またカーバイト製剤1．0％区のC　L－302も0．2％

で低かった、しかるに第2年目の成績ではアクリル樹脂

製剤の被膜剤A1．0％区およびT　S－1の1．5％区の

有核果率が皆無セ，ついで被膜剤0．5％区，T　S一㍉の

1曲0％区がそれぞれ0，2％茅および0．ろ％で低く雪カー

バイト製剤のC　L－204の1．0％区，C　L－205の1．0

％区およびアクリル樹脂T　S－／の0．5％区がそれぞれ

2．3％，3．1％および1．6％で標準区より低かった包総

体的には第1年目に比べてやや逆にアクリル樹脂製剤の

ほうがカーバイト製剤より有効であったことを示してい

る、この点は処理後2時問して雨を降らせた場合もほぼ

同様の傾向であった。

　以上の2カ年を通じての成績から被膜剤A／．0％混用

のGA液で処理した場合，4時間経過すれば3時問24

皿皿位の雨に会ってもその効果を減ずることがない、つ

いで／カ年の成績であるが，有望なのはT　S－1の1．5

％混用区である、しかし両者は共にアクリル樹脂を主体

とする製晶であるから，被膜剤Aと同様な効果があるこ

とはうなづかれる、カーバイト製晶であるCL－2㎝，

CL－205は第2年目の4時間後の降雨処理で0．5％区

はいずれも標準区より高い有核果率を示しているので，

やや危険がある、

　神奈川農試ではアクリル樹脂の濃度を％に低下しても

処理後3時問後からGAの流亡防止効果を認め，5時間

経過すればほとんど降雨によってGAが流亡することが

ないと報告している。山梨県農試ではアクリル樹脂／％

添加区が4時間後の降雨で無降雨区に比べて無核果率が

やや劣ったが，6時間以上たってからの降雨では無降雨

区に比べて無核果率は劣らなかったと言っている切

　このようにアクリル樹脂混用により降雨までの実用的

安全時間はその目の気温，風，湿度等の気象要素によっ

て，また降雨の強さあるいは降雨量によっても左右され

るべきであろうから，以上のような差が出てきたものと
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思われる。したがって現在のところでは処理後4時間た

って降雨のあった場合，降雨の強弱によづては有核果の

多少発生する危険がある。つぎにこのような処理をした

場合（4時間して降雨）の無核果の果粒重は標準区の

0，999に対し，被膜剤A1．0％区は1，389，T　S－1の

1．5％区1，089等披膜剤添加区の肥大がまさっていた、

2時間後の降雨の場合でも大体この傾向は似ていた、し

かし第1年目においては標準区との間には上記の差は認

められなかった。このように披膜剤混用によって果粒の

肥大を押さえる心配はないものと思われる。

　アクリル樹脂混用によって果房の伸長を押さえるので

ないかという心配があるが，神奈川農試でも必ずしも果

房の伸長を押さえないことを認めている。これについて

本試験でも第2年目の4時間後降雨では標準区に比べて

果房重および果房長ともに大きいが，第1年目の処理後

2時間後および4時間後の降雨および第2年目の処理後

2時間後の降雨では標準区に比べてやや小さい傾向が見

え，明らかな差異は認められない個このように果房重お

よび果房長に対してもほとんど悪影響を与えないようで

ある、さらに被膜剤混用によって果皮に鋳様の薬害を生

じないかどうかについても調べたところ，第1年目では

処理2時間後の降雨より4時間後の降雨の場合のほうが

鋳果はやや多いが，無降雨の場合に比べて4時間牽降雨

のほうが少ない。第2年目にはとくに鋸果数を調べなか

ったが，目にとまりやすい鋸果はほとんどなかった。さ

らに被膜剤を揮用して雨に会わなかった場合を想定し

てう全区を無降雨にしたところ，第／年目は果房重，果

房昆　1果粒ともに標準区より劣らなかった。鋸果率は

0．5％被膜剤混用区では標準区より低いが，1．0％混用

区では標準区より高いものが多かった、しかしこれらの

中で／．0％披膜剤A混用区は低い、第2年目に各区とも

無降雨処理した場合果房重，果房長ともに標準区より小

さいが，1果粒重は大きい、鋳果はとくに著しいものは

なかった曲

　　　　　　　　摘　　　　　要

　デラウェァブドウを種なしにして早期出荷する場合の

GA処理は処理後8時間以内に雨に会うと再度処理を繰

り返す必要がある画これは経済的に不利であるから，G

A液の流亡を防止する添加薬剤が発見できれば好都合で

あるという観点からアクリノレ樹脂およびカーバイトを主

成分とする被膜剤をGAに混合してその耐雨効果を比較

した、なお処理後雨に会わせるまでの時間を2時間およ

び4時問として比較した。その結果2時間ではほとんど

各区とも酎雨効果がなかったが，4時間後雨に会わした

場合アクリル樹脂を主とする被膜剤A1．0％区とT　S－

1の1．5％区が有効であった曲アクリル樹脂を主とする

被膜剤添加によって果粒の肥大，果房の伸長を妨げるこ

ともないし多果皮に著しい鋸を発生することもなかっ

た画以上の結果から降雨の心配がある場合，耐雨性を高

める目的でアクリル樹脂の添加は有効である何カーバイ

トを主成分とする被膜剤はまだその効果の不安定なとこ

ろがあるので，さらに試験を重ねる必要がある。
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